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６
月
９
日
（
金
）
か
ら
「
子
ど
も
農
園
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
５
名
の
皆
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な

が
ら
、
25
名
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
館
裏

の
畑
の
お
世
話
を
し
ま
す
。
６
月
か
ら
１

月
ま
で
、
第
２
・
第
４
金
曜
日
の
月
２
回

の
開
催
で
す
。

　
第
１
回
の
活
動
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
の
植
え
付
け
と
落
花
生
の
種
ま
き
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
サ
ツ
マ
イ
モ

の
苗
を
斜
め
に
植
え
る
方
法
を
教
わ
り
、

注
意
を
払
い
な
が
ら
植
え
付
け
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
普
段
食
べ
て
い
る
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

と
落
花
生
の
種
が
同
じ
も
の
だ
と
知
っ

て
、
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
植
え
て
収
穫
し
て
お
い

た
大
麦
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

乾
燥
さ
せ
れ
ば
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
と
し
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
落
花
生
の

ほ
か
、玉
ね
ぎ
や
ニ
ン
ニ
ク
、大
根
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
麦
な
ど
の
植
え
付
け
と
収
穫
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
各

家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
年
も
豊
作
を
願
い
な
が
ら
、
楽
し
く

農
作
業
し
ま
し
ょ
う
！＊活 動 日　２ヶ月に１回

　　　　　　（次回７月実施予定）
＊活動場所　伊達中央交流館
＊活動内容　美化活動
　　　　　　（交流館周辺の除草・花壇整備等）
＊対 象 者　ボランティアに関心がある方
　　　　　　（伊達西地区成人者）
＊準 備 物　作業着、靴、軍手、タオル等は各自ご用意ください

サ
ツ
マ
イ
モ
と
落
花
生

　
　
　
　
　
植
え
付
け

環境ボランティア募集中！

自分たちの地域をよくするために
参加してみませんか？

ご協力いただける方は、
伊達中央交流館（電話 551-1285）までご連絡ください。
保険の対象になりますので、ボランティア登録をさせて
いただきます。（住所・氏名・電話番号・生年月日）

5/23 花苗植えのご協力いただきました

ボランティアの先生方（最後列左から）
韮澤光紀さん、吉田隆さん、岡﨑吉衛さん、
吉田正幸さん、佐藤静雄さん

芽が出るのが楽しみ～

きれいに植えられました

今年度の子ども農園メンバー　長靴と軍手が似合っています！



　
私
は
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
こ
と
に

興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

学
校
で
、
去
年
は
果
物
の
こ
と
、
今
年

は
歴
史
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
中
で
、

だ
ん
だ
ん
と
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
伊
達
地
区
は
、
桃
や
り
ん
ご
、
さ
く

ら
ん
ぼ
、
梨
、
ぶ
ど
う
、
す
も
も
、
柿

な
ど
、
果
物
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
自
然

豊
か
な
場
所
で
す
。
私
は
、
お
い
し
い

り
ん
ご
や
梨
が
大
好
き
で
す
。

　

去
年
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、

伊
達
地
区
の
果
物
に
つ
い
て
調
べ
ま
し

た
。
私
は
さ
く
ら
ん
ぼ
を
選
び
、
霜
が

つ
か
な
い
よ
う
に
夜
中
に
も
火
を
た
く

な
ど
の
お
い
し
く
す
る
工
夫
や
、
ダ
メ

に
な
っ
た
も
の
も
ジ
ャ
ム
に
し
て
食
べ

る
な
ど
果
物
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。み
ん
な
で
話
し
合
い
、

「
伊
達
地
区
の
果
物
は
お
い
し
い
よ
」

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
伊
達
の
果
物
を
知
っ
て

も
ら
い
、
買
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ポ
ッ

プ
作
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

作
っ
た
ポ
ッ
プ
は
、
今
年
の
夏
、
学
校

の
近
く
の
「
あ
た
ご
」
と
い
う
直
売
所
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ふ
る
さ
と
で
、生
き
て
い
る

伊
達
東
小
学
校　
六
年

　
　
　
　

  

高　
橋　
羽　
南

や
、「
ん
め
ー
べ
」に
置
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
わ
た
し
た
ち
で
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
が
選
ん
だ
の
は
、
蚕
で
す
。

蚕
は
昔
、こ
の
辺
り
で
と
て
も
盛
ん
で
し
た
。

し
か
し
今
は
、
蚕
業
を
や
っ
て
い
る
家
は
少

し
し
か
な
い
と
分
か
り
ま
し
た
。
実
際
、
母

の
両
親
と
、
父
方
の
祖
母
も
蚕
業
に
関
わ
っ

て
い
た
の
に
、
私
が
そ
れ
を
知
っ
た
の
は
、

こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
、
蚕
の
存
在
は
消
え
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

三
、四
年
生
の
時
に
、
地
域
の
方
が
学
校

に
来
て
く
れ
て
、
み
ん
な
で
蚕
を
育
て
ま
し

た
。
毎
日
え
さ
を
あ
げ
て
、
ま
ゆ
に
な
る
の

を
待
っ
て
、
煮
て
、
糸
を
つ
む
ぎ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
時
間
は
か
か
る
け
ど
、
で
き
た
糸

は
ふ
わ
ふ
わ
で
、
み
ん
な
で
吹
い
て
浮
か
せ

て
遊
び
ま
し
た
。私
の
祖
母
が
学
校
に
来
て
、

絹
を
使
っ
た
着
物
や
、
羽
織
な
ど
を
見
せ
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
蚕
業
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な

着
物
を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
時
が
た
つ
に
つ
れ
、
さ
ら
に
蚕
の

こ
と
を
知
る
人
は
い
な
く
な
り
、
蚕
が
盛
ん

だ
っ
た
証
拠
も
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
、
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
蚕
が
作
る
絹
糸
と
、
そ
の
絹
糸
で

作
る
き
れ
い
な
織
物
は
、
こ
れ
以
上
な
い
物

だ
と
思
い
ま
す
。
果
物
の
た
め
に
ポ
ッ
プ
を

作
っ
た
よ
う
に
、
蚕
業
の
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
も
、き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
こ
こ
か
ら
さ
ら

に
蚕
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

（
学
校
学
年
は
令
和
４
年
度
で
す
。）

●
今
回
で
、
最
優
秀
作
品
の
紹
介
は
終
了
で
す
。
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各
部
の
事
業
計
画（
予
定
）

〈
総
務
企
画
部
〉

①
交
流
館
運
営

②「
自
治
協
だ
よ
り
」
の
発
行
（
６
回
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
強

④
カ
フ
ェ
運
営
（
収
益
事
業
）

〈
社
会
教
育
部
〉

①
人
間
茂
吉
の
文
学
散
歩

　
（
７
～
12
月
・
全
６
回
）

②
運
動
系
講
座

　
ズ
ン
バ
（
６
～
７
月
・
全
４
回
）

　
ヨ
ガ

　
（
シ
ニ
ア
９
～
10
月
・
全
４
回
）

　
（
ミ
ド
ル
10
～
11
月
・
全
４
回
）

③
趣
味
講
座

　
短
歌
（
未
定
）

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト（
未
定
）他

④
料
理
教
室

　
季
節
の
料
理
（
７
・
11
月
）
他

　
味
噌
づ
く
り
（
未
定
）

⑤
軽
登
山

　
熊
野
岳
（
７
月
）
他

⑥
親
子
講
座

　
陶
芸
、
木
工
細
工
、
探
鳥
会
等

⑦
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　
ミ
ニ
門
松
（
12
月
）

⑧
視
察
研
修

　
被
災
地
復
興
ツ
ア
ー

〈
福
祉
介
護
部
〉

①
健
康
講
座
（
２
回
）

健
康
と
栄
養
（
６
月
）
他

②
子
ど
も
農
園

　
（
６
～
Ｒ
６・
１
月
・
全
11
回
）

③
子
ど
も
食
堂
支
援

④
わ
く
わ
く
広
場
の
開
放（
夏
休
み
等
）

〈
防
災
防
犯
部
〉

①
自
主
防
災
訓
練
（
11
月
研
修
）

②
交
流
館
総
合
訓
練
（
誘
導
等
）

③
備
蓄
用
食
材
の
更
新
、
拡
充

〈
地
域
づ
く
り
部
〉

①
環
境
美
化
（
全
４
回
）

②
歴
史
講
座

　
信
達
三
十
三
観
音
堂

　
（
６
～
８
月
・
全
３
回
）

③
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座

④
人
物
講
座
（
２
回
）

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
部
〉

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
だ
て
運
営

②
広
報
誌
の
発
行

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
だ
て
総
合
訓
練

　
（
通
報
等
）

④
子
育
て
支
援
事
業

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
食
育
系
行
事

　
運
動
系
行
事

　
鑑
賞
系
行
事

　
国
際
交
流
系
行
事

　
子
育
て
相
談

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

毎
月
第
四
木
曜
日
以
降
に
各
戸
配
布
さ

れ
る
「
市
政
だ
よ
り
」
に
折
込
み
、
指

定
期
日
よ
り
応
募
の
受
付
け
を
し
て
い

ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
達
西
地
区
自
治
協
議
会 

事
業
計
画

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
分
類
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

が
、
基
本
的
感
染
症
対
策
は
引

き
続
き
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ご
利
用
を
含
め
た
事
業
へ

の
ご
参
加
の
際
に
は
、
基
本
的

感
染
症
対
策
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
の
実
施
に
あ
た
り

部　長　山田　陽茂　伊達西地区町内会連合会会長・幹事
副部長　菊田真利夫　伊達西地区町内会連合会会計
　　　　鈴木　克良　学識経験者
　　　　齋　　一昭　伊達中央交流館長

総
務
企
画
部

● 伊達西自治協 役員 ●
理　事　長　　鈴　木　克　良
副 理 事 長　　齊　藤　健　一
副 理 事 長　　山　田　陽　茂
理事・事務局長　　齋　　　一　昭
理　　　事　　菊　田　真利夫
　　〃　　　　八　島　静　子
　　〃　　　　芳　賀　よし子
　　〃　　　　黒　須　英　敏
　　〃　　　　野　木　敏　一
　　〃　　　　吉　田　　　篤
　　〃　　　　髙　野　保　夫
　　〃　　　　酒　井　隆　志
　　〃　　　　花　畠　由　子
監　　　事　　八　城　敏　康
　　〃　　　　佐　藤　　　弘

…令和5年度NPO法人伊達西地区自治協議会　会員・所属部会・役員紹介…

（令和５年６月６日～）

監　事　八城　敏康　㈲桂建設設計事務所　伊達営業所長
監　事　佐藤　　弘　伊達町中央商店会会長

社
会
教
育
部

部　長　八島　静子　伊達町文化団体連絡協議会庶務
副部長　安達　泰男　伊達地域青少年育成推進協議会会長
　　　　宍戸　邦大　伊達中学校 PTA会長
　　　　仲野　　潮　伊達小学校 PTA会長

福
祉
介
護
部

部　長　芳賀よし子　伊達方部民生児童委員協議会監事
副部長　菊地　和子　伊達シニアクラブ連合会女性部長
　　　　齊藤　健一　伊達シニアクラブ連合会会長
　　　　石岡　恒憲　伊達西地区町内会連合会監事

防
災
防
犯
部

部　長　黒須　英敏　伊達西地区町内会連合会幹事
副部長　吉田　光穂　伊達市消防団伊達支団第１分団長
　　　　野木　敏一　伊達西地区町内会連合会副会長
　　　　鈴木　正裕　伊達市消防団伊達支団第１副分団長

地
域
づ
く
り
部

部　長　吉田　　篤　伊達西地区町内会連合会幹事
副部長　髙野　保夫　伊達西地区町内会連合会副会長
　　　　二瓶　芳次　伊達西地区町内会連合会監事
　　　　松﨑　弘昭　元協働のまちづくり委員会委員長

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
部

部　長　南川　玲子　伊達体育協会
副部長　白井　　真　伊達方部民生児童委員協議会
　　　　酒井　隆志　ファミリーパークだて施設長
　　　　花畠　由子　ファミリーパークだて主任管理指導員

＊　：新会員

○新

○新

○新

○新

○新
○新

○新

　地域の皆様方と一緒に
まちづくりに参画できた
８年間（草創期の３年を
含む）は、とても幸せな
時間でした。

　それぞれの事業に参加されている皆
様の充実観に満ちたお姿からは、十分
過ぎるエネルギーを頂きました。唯々、
感謝あるのみです。
　ありがとうございました。

退任のごあいさつ
NPO前理事長　小野　孝雄

長年、よりよい地域づくりを目指してご尽
力された小野孝雄さんが、このたび退任の
運びとなりました。この場を借りて厚く御
礼を申し上げます。（事務局）



　
会
長
任
期
二
年
間
で
し
た
が
、
各
町

内
会
、
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
体

制
が
整
っ
た
。
伊
達
西
地
区
に
居
住
す
る

住
民
の
交
流
や
融
和
が
さ
ら
に
向
上
で
き

る
と
期
待
す
る
。

　

伊
達
地
区
は
、
昔
か
ら
交
通
の
利
便
性

が
高
く
、こ
の
地
域
の
交
易
の
中
心
だ
っ
た
。

そ
の
利
便
性
を
利
用
し
て
、
文
化
的
情
報

を
発
信
で
き
た
ら
良
い
と
思
う
。

　
伊
達
中
央
交
流
館
を
核
と
し
て
…

（
新
理
事
長　
鈴
木
克
良
）

挽
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
ご
用
意
し
て
ま
す

令和５年度　伊達西地区町内会長・行政推進員

　
５
月
26
日
（
金
）、
伊
達
中
央
交
流
館
に

お
い
て
伊
達
西
地
区
町
内
会
連
合
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
伊
達

総
合
支
所
の
本
田
淳
一
支
所
長
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
伊
達
西
地
区
自
治
協
議
会
の
小
野
孝
雄

理
事
長
の
お
二
人
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
な
お
、議
事
（
令
和
４
年
度
事
業
等
報
告
、

令
和
５
年
度
事
業
内
容
等
）
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
町
内
会
ど
う
し
、
ま
た
連
合

会
と
関
係
機
関
等
、
連
携
・
協
力
体
制
を
と

り
な
が
ら
、
各
町
内
会
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

伊
達
西
地
区
町
内
会
連
合
会

　
　
　 

総
会
開
催

令和５年度
伊達西地区町内会連合会役員

会　長　　山田　陽茂（東町）
副会長　　髙野　保夫（生協団地）
同 (庶務)　野木　敏一（諏訪野三）
幹　事　　黒須　英敏（志和田一）
　　　　　吉田　　篤（長岡）
　　　　　山田　陽茂（東町）※兼務
会　計　　菊田真利夫（北一）
監　事　　石岡　恒憲（田町）
　　　　　二瓶　芳次（志和田二）
※役員はNPO法人伊達西地区自治協議会の会員となる。

川 原 町　　　在原　久明（広報 ･ 調査）
田　　町　　　石岡　恒憲（広報 ･ 調査）
南　　堀　　　佐藤　伸二（広報 ･ 調査）
　行政推進員　吉田　法利（防災）
志和田一　　　黒須　英敏（防災）　　　 ◎
志和田二　　　二瓶　芳次（地域づくり）
扇田 ･ 中道　　　近藤　直人（地域づくり）
長　　岡　　　吉田　　篤（地域づくり）◎
東　　町　　　山田　陽茂（広報 ･ 調査）◎
　行政推進員　大川　　満（防災）
　行政推進員　鈴木　典雄（地域づくり）
殿　　町　　　渡邉　新一（防災）
中　　央　　　山田　博明（防災）
北　　一　　　菊田真利夫（広報 ･ 調査）
　行政推進員　佐藤　眞也（地域づくり）

北　　二　　　高荒　啓一（防災）
　行政推進員　平井　俊明（地域づくり）
駅　　一　　　大橋　春男（防災）
　行政推進員　濁川　春彦（地域づくり）
駅　　南　　　佐藤　一男（広報 ･ 調査）
駅　　東　　　鈴木　克良（広報 ･ 調査）
根　　田　　　佐々木茂男（防災）
　行政推進員　渡辺　　浩（地域づくり）
生協団地　　　髙野　保夫（地域づくり）
諏 訪 野　　　八島三起雄（地域づくり）
　一丁目行政推進員  八島三起雄（地域づくり）
　二丁目行政推進員  後藤　庸貴（防災）
　三丁目行政推進員  野木　敏一（広報 ･ 調査）

※ (  ) は連合会委員会、◎は委員長

今年度の各町内会長・行政推進員・町内会連合会役員の皆さんをご紹介します。

新
連
合
会
長  

山
田
　
陽
茂

　
ご
利
用
の
際
は
交
流
館
窓
口
ま
で
!

　【
利
用
時
間
】
火
～
金
曜
　
10
時
～
16
時

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
連
合
会
長  

鈴
木
克
良


